
( 8月下旬号)

発行所

長崎県大村市250番地'

大村市役所
印刷所つじ印刷所

定価一部五円

り

鈴
出
申
学

(第220号)

交
通
事
故
一

月
ー
ま
氾
牛

六
月

l
:

徐

行

違

反

が

圧

倒

的

大村市政だよ

本
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
に
お
一に
比
較
し
ま
す
と
発
生
六
件
、
事

け
あ
大
杓
市
の
交
通
事
故
は
警
察
一故
の
原
因
は
徐
行
遭
反
一

二
件
、

の
適
切
な
指
導
取
締
と
市
民
の
探

一無
資
格
運
転
八
件
、
泊
越
不
適
当

い
と
理
解
と
ど
協
力
で
減
少
の
傾
一五
件
、
酪
町
運
転
、
居
眠
運
転
の

向
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。
が
ま
一順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

だ
ま
だ
事
故
の
状
況
を
こ
ま
か
に
一
つ
ぎ
に
被
害
者
の
状
淵
は

み
る
と
無
資
格
運
転
や
酪
町
運
転
一
上
半
期
の
交
通
事
故
に
よ
あ
被

な
ど
大
き
な
事
故
が
多
く
な
っ
て
一
害
の
状
況
を
調
べ
て
見
ま
す
と
年

い

ま

す

。

一

令
別
に
は

本
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
事
一
五
才
朱
満

故
の
発
生
状
況
は

一
五
才
J
九
才

発

生

三

八

件

一

一

O
才
J
一
九
才

死

者

一

名

一

二

O
才
l
ニ
九
才

重

軽

傷

者

一

ニ

九

名

一

一

ニ
O
才
1
四
九
オ

と
な
っ
て
い
て
と
れ
や
前
年
同
期
一
五
。
才
以
上

二
一
名
九
名
三
名

計

四

O
名

と
な
っ
て
い
て
被
害
者
の
被
害
当

時
の
状
況
は

歩
行
者

自
転
車

バ
イ
ク

三
名
三
名
九
名
九
名一O名六名

f毎月 1日.10日.20日.発行}

福
祉
年
金
の
説
明
会

M
日
か
ら
各
地
区
で

昭和34年 8月20日
(昭和3a年4月22日第三種蜘便物認可)

八
月
一
日
号
市
政
だ
よ
り
に
、

国
民
年
金
法
の
大
略
を
掲
載
し
ま

し
た
が
、
十
一
月
一
旦
か
ら
施
行

さ
れ
る
無
拠
出
制
年
金
(
福
祉
年

金
)
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
、
つ

ぎ
の
日
程
で
実
施
い
た
し
ま
ず
か

ら
、
も
よ
り
の
会
場
で
聞
い
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
ご
不
審
の
点
に
つ
い
て

は
、
ど
遠
慮
な
く
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

。

(一)

〔
説
明
会
日
程
〕

.8
月
比
白
午
前
川
時

Iご‘y存:ι;:L;'，で・7すー:か:日

@日本で正午の時は、わが国の足

の下に当る南米ブラジル東部では

夜半、インド辺では朝に当る。

そ
の
他
4
・・
『
吉
田

と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
と
お
り
の
状
況
で
あ
り

ま
す
の
で
交
通
規
則
を
市
民
の
皆

さ
ん
が
よ
く
守
っ
て
頂
き
ま
し
て

事
故
の
な
い
明
る
い
大
村
市
の
建

設
に
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

(
大
村
市
交
通
安
全
協
会
)

喪
面
に
記
載
す
る
こ
と。

伺
書
道
は
表
面
左
万
に
ポ
ス
タ

ー
の
場
合
に
準
じ
て
記
載
す

る
と
と
"

七
名

四
O
名 O 

こ
こ
を
と
じ
て
保
存
し
て
〈
だ
き
い

⑥ナメクジに塩をかげると溶ける

というが、実は護身のために粘液

を出し、出しつくすと死滅する。

財
務
局
長
崎
財
務
部
で
は
、
終

戦
後
、
貴
金
属
な
ど
を
連
合
軍
に

接
収
さ
れ
た
人
は
大
蔵
大
臣
あ
て

返
還
の
請
求
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
ず
か
ら
該
当
者
は
本
年

十
月
三
十

一
日
ま
で
手
続
き
を
と

@オウムは人聞に聞えぬ遠方の飛

行機の爆音を感知すあから、フラ

ンスでは空襲予知に利用した.

(市政抜すい}

十
月
ま
で
に
請
求
で
き
る

大
村
名
物
の
ひ
三

つ
で
あ
ろ
恒
例
の
花
火
大
;
・

:
・
会
は
市
内
外
の
観
衆
約
二
力
名
が
集
ま
り
、
玖
:

・:
島
崎
海
岸
で
八
月
十
一
日
午
後
八
時
か
ら
開
か
・
:

・
:
れ
ま
し
た
。
六
百
発
の
打
上
け
花
火
、
仕
掛
花
:

:
・
火
泣
き
け

ん
ら
ん
豪
華
在
七
色
の
模
様
が
夏
の
:
・

:
夜
{
訟
を
焦
が

し
、
ま
た
海
商
に
映

え
る
そ
の
様
;・

:
K
海
、
陸
の
観
紫
ほ
歓
聾
t
p
」
拍
手
を
送
り
、

ど
;・

:
よ
め
き
の
た
か

K
午
後
十
時
七
色
の
饗
・
安
を
閉
:

:
・じ

ま

し

た

・

(

商

工

水

産

諒

)

・

:
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z
z
z
z
z
z
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・
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・-・2z
g
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z
-ZE----z
・、a
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・-ZBER--
Z
E
-
-
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-
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・z

好
評
の
械
島
問
海
水
浴
場

O 

ぁ
ょ
う
呼
び
か
げ
て
い
ま
す
。

な
お
、
と
の
手
向
き
は
本
年
六

月
一
日
か
ら
は
じ
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
徹
底
し
て
い
な
い
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

.謂
求
規
定
そ
の
他
に
つ
い
て
く

わ
し
く
は
長
崎
市
西
上
町
、
北
九

州
財
務
局
長
崎
財
務
部
管
財
一
課

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
、(
庶
務
課
)

公
売
お
知
ら
せ

お
日
・
土
地
と
家
屋

市
税
滞
納
に
よ
る
差
押
財
産
を

つ
ぎ
の
と
お
り
公
売
に
付
し
ま
ず

か
ら
買
受
希
望
者
は
当
パ
官
刻
ま

で
印
鑑
持
参
の
う
え
と
参
集
く
だ

さ
い
。
ム
公
売
日
時
八
月
二
十
八
日
午

後
二
時

ム
公
売
場
所

大
村
市
役
所
税
務

課
ム
公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

ム
代
金
納
付
方
法
即
納

、

〈
心
農
地
の
公
売
に
つ
い
て
は
県
知

事
の
発
す
る
適
格
証
明
書
房
有

す
る
も
の
に
限
り
公
売
特
許
可

す
る

公

売

物

件

ω大
村
市
玖
島
郷
字
北
平
七
百
四

十
七
帯
畑
七
畝
十
二
歩
舛
ニ

歩
畦
畔

同
申
翻
訪
町
百
五
十
番
の
二
宅

地
ゴ
一
十
五
坪
一
合
一
勺

川
首
ノ
原
郷
字
銀
野
千
八
十
八
番

の
二

宅
地
百
二
十
坪

判
官
代
郷
宇
野
同
千
二
丙
九
番

田
六
畝
八
歩

ω富
の
原
郷
字
申
江
五
百
七
十
六

帯
畑
一
反
歩

小
別
野
出
郷
字
石
附
千
四
百
二
審

田
七
畝
二
l
七
歩

山
川
県
丸
郷
字
高
腕
丙
三
十
八
番

同
六
畝
十
三
歩

川
町
部
郷
宇
武
部
一
百
凶
十

一
番

の
ト
六

宅
地
三
十
一ハ坪
三
合

六
勺
間
部
郷
ニ
斤
凶
十

一
番
の
十
六

家
屋
書
号
同
郷
七
円
四
十

一審

木
造
瓦
葺
二
階
家
貸
席
一
一
棟

建
坤
十
七
坪

一
合
八
勺
外
ご
階

十
四
坪

一
合
九
勺

(
税
務
謀
)

ポ
ス
タ
ー
と
書
道
を
募
集

ー

市

選
挙
管
理
委
員
会

'M

で
は
公
明
選
挙
の
常
時

訪
日

啓
発
を
は
か
る
た
め
つ

日
川

ぎ
の
と
お
り
ポ
ス
タ
ー

制

一

と

書

道
を
募
集
し
て
い

一

審

査

ポ

ス

タ

ー

、

書

道

の
育
友
会
が

d

w

ま

す

。

一

と

も

、

小

学

校

、

申

学

校

、

高

一

五

割

以

上

と

①
内
容
選
挙
の
意
義
(
公
一
等
学
校
お
よ
び

一
般

の

四

部

門

一

な

っ

て

い

ま

明

選

挙

)

を

表

わ

し

た

も

の

一

に

分

け

て

選

考

す

る

。

一

す

。

①
応
募
資
格
小
学
校
、
申
学
校
@
発

表

九

月

中

旬

一

ま

た

、

買

校

一

高

等

学

校

生

徒

児

童

お

よ

び

二

⑦

賞

品

各

部

門

優

秀

空

間

一

山

へ
の
客
も

午
後
3
時
日
泊
公
民

一

般

一

に

、

そ

れ

ぞ

れ

賀

状

主

要

一

昨

年

よ

り

増

館

一
①

色

と

形

一

望

す

る

。

一

鹿

島

市

の

お

客

が

五

割

一

え

七

月

十

五

百

午

前

m時
福
重
出
張
一
的
ポ
ス
タ
ー

四
色
以
内
で
形

一

@

展

示

優
秀
作
品
は
市
内
一

大
村
観
光
協
会
主
催
で
乙
と
し
一
ゃ
、
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
隊
な
一

M
M
耕口

。

午

後
3
時
間
原
公
民
一

詰

こ

品

目

し

字

体

、
一
各
地
区
公
民
館
を
巡
回
展
示
す
一

か
ら
は
じ
め
た
大
村
玖
島
崎
と
松
一
ど
、
一
日
見
学
コ
ー
に
は
格
好
一
で
佐
世
保
、

一

L
P

一
る
。

一原
海
水
浴
室
、
事
天
候
に
め
一
な
と
と
ろ
で
あ
り
あ
わ
せ
て
海
一
長
崎
か
ら
の

3

熊

一④

締

切

と

提

出

先

一

①

そ

の

他

小

、

申

、

高
等
学
一ぐ
ま
れ
て
近
年
に
な
い
人
出
を
記
一
水
浴
場
の
魅
力
も
あ
っ
て
、
な
か
一
ギ
ヤ
/
〈

初
日
午
前

m時
官

公

民
一

九
月
五
日
ま
で
に
各
部
落
公
民
一
校
生
徒
児
童
の
ポ
ス
タ
ー
優
一
録
、

速
く
鹿
島
市
、
嬉
野
町
、
波
一
な
か
好
評
で
、
八
月
末
ま
で
に
ま
一
和
一
一
む
が

食

一

館
で
取
ま
と
め
、
市
選
挙
百
一
秀
作
品
申
、
特
に
優
秀
な
も
の
一
佐
見
町
を
は
じ
め
、

語

、
佐
世
一
だ
見
学
季
、
浴
客
で
に
ぎ
わ
う
一
野
岳
湖
畔
で

。

午
後
3
時

竹

松
本
町
一

一
貫
会
へ
提
出
す
る
と
と
一
は
、
自
治
庁
に
お
い
て
募
集

三

保
か
ら
の
貸
切
り
パ
ス
が
往
復
し
一
も
の
と
予
組
さ
れ

ま

す

。

一

宿

し

て

い

公
民
館

一

的
ポ
ス
タ
ー
は
生
徒
児
童
の
場
一
る
一公
明
選
挙
ポ
ス
タ
ー
作
品
」
一

て

い

ま

す

。

一

八

月
十
五
日
現
在
の
客
数
は
玖
一
ま
す
。

U
臼
午
前
日
時
中
央
公
民
一

合
は
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
一
と
し
て
送
付
す
る
。

一

と

く

に

、

本

年

五

月

か

6
庖
開
一
島
崎
、
松
原
両
海
水
浴
場
で
市
外
一
(
商
工
水
産

館

一

竺

般
の
場
合
は
住
所
、
氏

一

(

選

挙

管

理

委

員

会
こ
ぎ
し
た
福
岡

i
大
村
聞
の
定
期
空
下
ら
だ
け
で
約
六
千
名
を
越
し
て
一
課
)

(
福
祉
事
務
所
)
一
名
を
そ
れ
ぞ
れ
ポ
ス
タ

ー

の

一

路

で

あ

る

大

村

空

港

タ

ー
ミ
ナ
ル
-
お
り
、
お
も
な
団
体
は
鹿
島
市
内一

月どばら zで六 日四六水 t目 震で んの設た 生
ごで炉子場、十にカ、相太と，皿 宝き 、洗霞 め活 釜 時
ろ、風 u合と度は月七を陽 設水でま 冬趨す定を銭 聞
で 冬目 しにれ問、問、利熱量槽すす季用れ腸楽)と

手?長 柔宍 柔在 童話ぞ手間 のの 。宅量点呼討を系 労
八 二 入そ燃風のは天九れの場水 大 芸潤お 用ゆ駄力
度、与う料自ぼ平ののば 祖 所温 変用用風のたを と
1 ー れめはにりず に代 田温 かは僻
、な万全利法度ももや水にぶ ):i告

手モ信託突事 Z.~ I太陽熱沼市摘が |賀芝宗理 Zぞ料
|利用の i皿 λJ、q百正 l 

い市まばまが I-~ IIJ ..，.""えれも ー り水 五

菜努京手ラぎ!経済的で便利です |ギ長 完嘉手 雲寄
(な物、五手製 I.--- -- -.--. ---た置だ約のり外
農もに五百製で 』はのげにでもに
業吟勝千円りもなニ市 類温 き な に当風場はな、下の
改が る円 理は結ど llZと水まくより日所ぶ り燃 度ぼ
善玉主主害車場包金も価槽て Eぞ2習皇 Z関起す児
及ま劣砂もに用り 、の格の 利水い外頑すや三 高普
所すらあですで茎木同 種 用遁所の (n- 。労分 く 通
なと きれきず 製 ヒ でで)日うと力

か
ら
九
月
上
旬
に
か
げ
て
は
、
飼

一料
用
根
菜
類
の
播
種
通
期
で
す
.

一

カ
ブ
類
で
は
、
早
生
と
し
て
小

秋
作
馬
鈴
薯
H
秋
作
馬
鈴
薯
一
岩
井
カ
ブ
、
中
生
下
総
カ
プ
、
晩

の
適
期
は
九
月
上
旬
(
平
均
気
温

一
生
で
は
セ
ブ
シ
ト
ッ
プ
な
ど
が
あ

二
十
七
度
以
下
)
に
な
り
ま
す
。
一
り
ま
す
.
ま
た
二
、
三
月
用
と
し

品
種
は
休
眠
期
の
も
っ
と
も
短
い
一
て
ル
タ
パ
ガ
も
よ
い
よ
う
で
す
。

タ
チ
バ
ナ
そ
選
定
し
ま
す
。
種
い
一
栽
培
上
の
要
点
は
、
堆
厩
肥
を

も
の
露骨
A

」
は
六
十
手
(
十
六
匁
ニ
多
用
し、

間
引
き
を
早
め
に
宝
J

前
後
の
種
い
も
を
ニ
つ
切
り
じ
、
一
と
と
で
す
。

縦
に
項
芽
に
近
い
芽
を
真
由
よ
り
一
生
育
制
問
は
、
非
常
に
よ
わ
い

一作
物
で
す
か
五
、
そ
禁
を
作
る
よ

切
る
よ
う
に
し
ま
す
。
畔
帽
株
間
一
こ
一
世
つ
な
気
小
く
ば
り
が
必
要
で
す
。

は
六
十
円
ン
×
二
十
四
日
ン
程
度
』
一
一

(

県

農

業

改

良
普
及
所
)

し
、
切
断
面
を
下
に
し
て
肥
料
に
一

直
接
ふ
れ
な
い
よ
う
に
植
付
げ

一

ま
す
。
作
条
は
地
温
ぞ
低
く
保
ち

一

萌
芽
を
安
全
に
す
る
た
め
東
問
畦
一

が
望
ま
し
い
。

農

事

メ

モ

飼
料
用
根
菜
H
今
月
な
か
ぱ
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